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トピックス

定時総会
　６月２３日（火）、一般社団法人茨城県トラック協会の令和８年度定時総会を開催しま
した。
　小倉会長は、「物流の 2030 年問題に向けて持続可能な物流を維持するためには、適正
な運賃料金の収受に向けて荷主との粘り強い交渉と生産性向上が不可欠である。ドライ
バーが誇りをもって安心して働ける労働環境、賃金水準を実現することが、我々に課せら
れた最大限の急務である。」と挨拶し、審議に入りました。
　令和７年度事業報告（案）、収支決算報告（案）の承認についてのすべての議案は、原
案のとおり承認されました。
　引き続き、陸上貨物運送事業労働災害防止協会茨城県支部並びに茨城県運輸政策研究会
の定時総会が開催されました。
　来賓祝辞では、茨城運輸支局の田中幸久支局長が「物流効率化法及び取適法の施行に伴
い、荷主に対しても、トラック運送事業の労働環境改善に向けたご理解とご協力のお願い
をして参りますので、物流事業者としての使命を果たしていただきたい」と挨拶されまし
た。

【議題】
　第１号議案　　令和７年度事業報告（案）及び収支決算報告（案）の承認について
　報告事項　　　公益目的支出計画実施報告及び承認について
　第２号議案　　役員の一部変更（案）について

審議終了後、下記の方々より、ご祝辞をいただきました。

　　関東運輸局茨城運輸支局長　　　　　　　　 田中 幸久　様
　　茨城労働局労働基準部長　　　　　　　　　 須藤 祥　　様
　　茨城県産業戦略次長　　　　　　　　　　　 宮本 善光　様
　　茨城県警察本部交通部長　　　　　　　　　 菊地 政次　様

小倉会長

宮本茨城県産業戦略次長

田中茨城運輸支局長

菊地茨城県警察本部交通部長

須藤茨城労働基準部長

会場風景
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トピックス

第１回理事会
　６月９日（火）、令和８年度第１回理事会（第１回交付金運営委員会）を開催し、提出
した議案について審議し、原案のとおり承認され、６月２３日（火）の定時総会に上程す
ることになりました。

　【審議事項】
　〔トラック協会〕
	 ( １) 令和７年度事業報告（案）及び収支決算報告（案）の承認について
	 ( ２) 公益目的支出計画実施報告書の承認について
	 ( ３) 役員の一部変更について
	 ( ４) 令和８年度定時総会招集（案）について
	 ( ５) 会員の新規加入・退会の承認について
	 ( ６) 各種助成要綱の変更等の承認について
	 ( ７) 「近代化基金運営要綱」の一部改正について
	 ( ８) 地方近代化基金融資公募の承認について
	 ( ９) 令和８年度「トラック業界の将来を考える特別委員会」委員推薦について
	 (10) 今後の主な予定について
	 (11) その他

　〔陸災防茨城県支部〕
	 ( １) 令和７年度事業報告（案）及び収支決算報告（案）の承認について
	 ( ２) 役員の一部変更について　
	 ( ３) 令和８年度定時総会招集（案）について　
	 ( ４) 会員の新規加入・退会の承認について　
	 ( ５) その他

　〔茨城県運輸政策研究会〕
	 ( １) 令和７年度事業報告（案）及び収支決算報告（案）の承認について
	 ( ２) 役員の一部変更について　
	 ( ３) 令和８年度定時総会招集（案）について
	 ( ４) 会員の新規加入・退会の承認について
	 ( ５) その他
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トピックス

功労者表彰

【関東運輸局長表彰】　　　
　６月２４日（火）、横浜市開港記念会館において、関東運輸局長
による令和８年陸運及び観光関係功労者表彰式が執り行われまし
た。
　この表彰は、陸運関係事業の役員であって当該事業の発展に寄
与し、公共の福祉の増進に貢献、その功績が顕著な年齢５３歳以
上で役員歴が１８年以上の方を対象に行われるものです。
　当協会からは４名の方が功績を認められ、栄えある表彰を受賞
されました。
　誠におめでとうございます。今後、ますますのご活躍をお祈り
申し上げます。

　《受賞者》（順不同・敬称略）
　　大塚　博　（株式会社大塚運輸）
　　大久保文雄（株式会社トマト）
　　篠﨑　利雄（明光運輸株式会社）
　　鶴田　賢治（常陽運送株式会社）
　　　

【茨城運輸支局長表彰】　　
　６月２９日（月）、茨自販福祉センターにおいて、関東運輸局茨城運輸支局長による令
和８年陸運関係功労者表彰式が執り行われました。この表彰は、陸運関係事業の役員であっ
て当該事業の発展に寄与し、公共の福祉の増進に貢献、その功績が顕著な年齢５０歳以上
で役員歴が１５年以上の方を対象に行われるものです。
　当協会からは４名の方が功績を認められ、栄えある表彰を受賞されました。
誠におめでとうございます。今後、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

　《受賞者》（順不同・敬称略）
　　日下部雅彦（日下部運輸有限会社）
　　荻谷　仁樹（株式会社明伸）
　　押手　宏友（株式会社叶野運送）
　　原田　徳三（株式会社三原物産）

大塚氏

大久保氏

鶴田氏

篠﨑氏
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トピックス

交通事故・労働災害防止大会

取適法とトラック適正化二法等最新取引ルール
の説明会を開催

　６月１３( 土 )、つくば国際会議場において、茨城県トラック協
会及び陸災防茨城県支部主催による「交通事故・労働災害防止大会」
が開催され、約５００名が参加しました。
　大会では、小倉会長の主催者挨拶の後、ご来賓の国土交通省関
東運輸局茨城運輸支局長田中幸久様、厚生労働省茨城労働局労働
基準部長須藤祥様、茨城県警察本部交通部交通総務課管理官山田
洋史様より、それぞれの立場から説示をいただきました。
　続いて、株式会社ディ・クリエイト代表取締役上西一美氏より

「ドライブレコーダー映像でわかる交通事故防止に必要なたった一
つのポイント」と題しての講演があり、参加者は熱心に耳を傾け
ていました。
　最後に、小圷正広副会長兼交通・環境対策委員長から安全宣言
があり、大会を終了しました。

　６月２３日（火）、茨城県トラック総合会館において、「取適法
とトラック適正化二法」等の最新取引ルールの説明会を茨城県と
共催により開催しました。
　物流業界では「２０３０年問題」への労働環境の改善が急務の

小倉会長

小倉会長

田中茨城運輸支局長

須藤労働基準部長

小圷副会長

山田県警交通総務課管理官

会場風景

上西氏
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トピックス

「ゴミは持ち帰ろう！」キャンペーン
　６月２６日（金）、トラックステーション（小美玉市）
において、ゴミのポイ捨て防止対策事業として、『ゴミ
は持ち帰ろう！』と休憩されているドライバーへ呼び掛
けながらビニール袋の配布を実施しました。
　環境美化にご協力くださいますようお願い致します。

武田公正取引課上席 田中茨城運輸支局長 会場風景

中、荷主企業とトラック運送事業者間における取引の適正化を図るために「中小受託取引
適正化法（取適法）」が改正され、本年１月１日より施行されました。また、トラック適
正化二法の一部も４月１日に施行され、いずれも「知らなかった」では済まされない今回
の法改正のポイントについて説明会を開催しました。当日は開催案内の早期から参加申込
みが殺到し、椅子席を設けるなどして３５０名もの方に参加していただきました。
　説明会の第１部では、公正取引委員会企業取引課上席の武田雅弘様より「物流業界にお
ける取引適正化の取組」について、第２部では、国土交通省関東運輸局茨城運輸支局長の
田中幸久様より、「トラック物流問題の背景・課題 法改正について」それぞれ図解や取組
事例を多く盛り込んで分かり易くご講義をいただいた後、第３部として、事前にいただい
た質問をもとに、質疑・応答を行いました。
　結びでは、小倉邦義会長より説明会の趣旨をあらためてお伝えした上で「適正な価格転
嫁と法令遵守は、持続可能な物流の生命線である」と訴え説明会を締めくくりました。
説明会開催にあたり、ご協力いただきました関係各位に厚く御礼を申し上げます。
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トピックス

チャリティーゴルフ大会

チャリティーゴルフ募金寄付

　６月２日（火）、第２３回茨ト協チャリティーゴルフ大会（大会実行委員長・小倉重則
副会長）をスターツ笠間ゴルフ俱楽部において開催し、１４０名が参加しました。
　ゴルフ日和の中、会員相互の懇親を目的に行いましたが、表彰式等は実施しませんでし
た。
　チャリティー募金については、交通遺児支援金として、公益財団法人交通遺児等育成基
金及び公益財団法人茨城新聞文化福祉事業団に寄付いたします。参加者の皆さま、ありが
とうございました。成績は以下のとおりでした。（敬称略）

【個人の部】	 ネット　グロス
優　勝　　平木　　英樹　　ファーストライナー㈱	 69.8	 77
準優勝　　大福地　幹夫　　東洋運輸㈲	 70.6	 79
３　位　　伊勢澤　勝宏　　常陽運送㈱	 70.6	 79
べスグロ　瀧澤　　　翔　　㈱ひかる商事		  72

【団体の部】　優　勝　　土浦支部
　　　　　　準優勝　　水戸支部
　　　　　　３　位　　県西支部

　第２３回茨ト協チャリティーゴルフ大会（6 月 2 日実
施）におけるチャリティー募金４０８, ６３５円を、交
通遺児支援金として６月１６日（火）、公益財団法人交
通遺児等育成基金及び公益財団法人茨城新聞文化福祉事
業団に寄付しました。
　参加者の皆さま、ありがとうございました。

優勝した平木氏
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委員会・部会だより

【交通・環境対策委員会】（大塚博副会長・小圷正広委員長）

　６月１７日(月）、第１回交通・環境対策委員会を開催しました。下記議題について協議し、
原案のとおり承認されました。

＜議題＞
（１）第５０回運転者技能競技会の開催 ( 案 ) について
（２）令和８年度事業計画 ( 案 ) について
（３）令和８年度交通事故防止コンクールの実施について
（４）秋の全国交通安全運動に係る広報活動の実施について
（５）その他
	  ①交通事故・労働災害防止大会開催結果について
	  ②事業用トラックが第１当事者となる事故件数について
	  ③トラック事業の総合安全プラン２０３０につて
	  ④安全運転中央研修所研修申込状況について
	  ⑤令和８年度各種講習会の開催
	  ⑥トラック運送業界のゴミのポイ捨て防止対策について

【海上コンテナ部会】（安幹雄部会長）

　６月２６日（金）、ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸において、令和８年度海上コン
テナ部会通常総会・研修会を開催しました。下記の議題について協議し、原案のとおり承
認されました。

＜議事＞
（1）令和７年度事業報告 ( 案 ) 及び収支決算書 ( 案 ) に 
       ついて

（2）令和８年度事業計画 ( 案 ) 及び収支予算書 ( 案 ) に
      ついて

（3）令和８年度一部役員変更（案）について

　総会後、研修会では、国土交通省港湾局、港湾経済課・港湾経済課港湾物流戦略室長の
清水崇氏より「我が国のコンテナ物流政策」についてご講演をいただきました。
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委員会・部会だより

【引越部会】（小林一之部会長）

　６月１６日（火）、茨城県トラック総合会館において、
令和８年度引越部会通常総会を開催しました。
　下記議案について審議し、原案のとおり承認されまし
た。

＜議題＞
（１）令和７年度事業報告 ( 案 ) 及び収支決算書 ( 案 ) に
　　 ついて

（２）令和８年度事業計画 ( 案 ) 及び収支予算書 ( 案 ) に
　　 ついて

　総会後の研修会では、( 公社 ) 全日本トラック協会輸送
事業部担当部長柴﨑健一氏より「引越運送事業の現状と
課題について」を講演いただきました。

【青年部会総会・研修会・交流会】（佐藤武志部会長）

　6 月６日（土）、令和８年度総会（事業報告会）を水戸
市の「ホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸」において開催し、
下記の事項について報告をしました。

＜議題＞
（１）	 令和７年度 事業報告について
（２）	 令和７年度 収支決算について
（３）令和８年度 事業計画及び収支予算について

　総会終了後、研修会を開催しました。54 名（部会員 46 名、一般会員８名）が参加し、
株式会チャイルドピース代表取締役 中小企業診断士筑間彰氏より『はじめてでもわかる！
生成ＡＩ活用セミナー』というテーマで講演いただきました。
　交流会では、５６名が参加し、青年部会規約により年齢で退会する卒業部会員に、感謝
状贈呈式を行いました。また、部会員同士の交流を図り情報交換を行いました。

小林部会長

集合写真

総会風景 研修会風景 交流会風景

柴﨑全ト協輸送事業担当部長
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【青年部会　チャリティーゴルフ】（佐藤武志部会長）

　６月７日（日）、令和８年度第１回チャリティーゴル
フコンペをスターツ笠間ゴルフ倶楽部において開催し、
２６名の方が参加しました。
　当日のチャリティー募金 52，160 円は、交通遺児に対
する義援金として（公財）交通遺児等育成基金に寄付を
致します。参加者の皆さま、ありがとうございました。
　当日は、ハーフラウンドにて行い、成績は以下のとお
りでした。（敬称略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ネット グロス
優　勝　　伊勢澤勝宏　常陽運送㈱	 33.4	 43
準優勝　　山田晋之丞  ㈲丸伸晋運送	 35.6	 38
三　位　　叶野健太郎　叶野流通運輸㈲	 36.6	 39
ベスグロ　細金日出海　㈱細金商運　		  37

【青年部会交通事故防止教室】（佐藤武志部会長）

　青年部会では、小学校において交通事故防止教室を開催しました。
　青年部会員が講師となり、トラックを使用した内輪差による左折巻き込み事故の実演、
飛び出し事故実験、自転車の危険運転の実演、トラック乗車体験による運転席からの見え
方や死角等の授業を行いました。
　生徒は、トラックは視野が広くて周りがよく見えるわけではなく、運転席からはかなり
見えない所がある事に驚き、「これからは注意して道路を通行することを心がけます」な
ど話していました。

（石岡支部）
　６月１０日（水）、県立友部特別支援学校にお
いて３～６年生約４２名を対象に実施しました。
当日は、主に「横断歩道の安全な渡り方」につ
いて実施し、交通安全を認識いただきました。
　　　　　　　　　　　　　

（水戸支部）
　６月１６日（火）、水戸市立千波小学校におい
て２年生１０７名を対象に実施しました。当日
は、左巻き込み・死角の説明・トラック乗車体
験等を実施しました。
　６月１８日（木）、水戸市立笠原小学校におい
て２年生１７１名を対象に実施しました。
当日は雨天のため室内で交通安全事故防止につ
いて実施しました。

水戸市立千波小学校

水戸市立笠原小学校
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（県南支部）
　６月１６日（火）、龍ヶ崎市立川原代小学校に
おいて１～６年生７９名を対象に実施しました。
今回は、竜ケ崎警察署、ＪＲ東日本と龍ヶ崎市役
所と合同で実施しました。その際に、青年部にて
実施した後、自転車の点検の注意点や踏切の安全
な渡り方等の説明もあわせて実施しました。

【女性部会　通常総会・研修会・交流会】（飯島智佳子部会長）

　６月８日（月）、茨城県トラック総合会館において、通常
総会・研修会・交流会を開催しました。
　通常総会では、下記議案について審議し、原案の通り承
認されました。
　 ＜議題＞
　（１）令和７年度事業報告及び収支決算書（案）について
　（２）令和８年度事業計画及び収支予算書（案）について
　（３）その他
　総会終了後は、株式会社ＣＨＩＧＵＳＡ ＪＡＰＡＮ代表取締役門馬千草氏を講師に迎
え「経営者・管理者面からの課題（悩み）・企業風土構築について（円滑なコミュニケーショ
ンを図るためには）・安全管理・人材育成について」講演をいただき、最後に「意見交換」
を行いました。
　また、総会・研修会終了後、部会員同士の交流を図るべく交流会を催し、和気あいあい
の中、終了しました。
　女性部会としては、研修会や交通安全キャンペーン等の社会貢献活動に積極的に取組ん
で参りますので、興味のある方はどうぞお気軽に事務局までご連絡をお願いいたします。

集合写真

総会風景 講演風景 交流会風景
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【女性部会交通事故防止教室】（飯島智佳子部会長）

　６月２５日（木）、鉾田市立第一保育所（鉾田市）において、
県交通総務課の交通事故防止教室に参加し実施しました。
　園児の皆さんが参加し、腹話術人形の「ケンちゃん」が
警察官と掛合いをしながら、横断歩道を渡る際の注意点や
シートベルトの着用など、交通安全のポイントを分かりや
すく伝え、皆さんは熱心に聞いていました。　
　今後も女性部会では、未来ある子供たちが交通事故に遭
わないよう、交通安全を呼びかけていきます。

【各支部の令和８年度定時総会】

　茨城県トラック協会各支部において、次の議案について審議する令和８年度定時総会が
開催されました。
　
　　・令和７年度事業報告及び決算報告の承認について
　　・令和８年度事業計画及び収支予算の承認について

　　◇開催結果　
　　・水戸線支部　　４月２２日（水）　筑西市「県西地区研修会館研修室」
　　・県北支部　　　４月２５日（土）　那須塩原市「乃木温泉ホテル」
　　・古河支部　　　４月２４日（金）　古河市「旬おかさと」
　　・土浦支部　　　５月１６日（土）　土浦市「ホテルマロウド筑波」
　　・常総支部　　　５月１８日（月）　つくば市「魚梅本店」
　　・水戸支部　　　５月１９日（火）　水戸市「茨城県トラック総合会館」
　　・鹿行支部　　　５月２４日（日）　熱海市「ニューウェルシティーホテル」
　　・石岡支部　　　５月２８日（木）　石岡市「ふれあいの里石岡 ｢ひまわりの館｣」
　　・常陸那珂支部　５月２９日（金）　ひたちなか市「ワークプラザ勝田」
　　・水郡線支部　　５月３０日（土）　常陸太田市「藤ひろ」
　　・県南支部　　　６月　５日（金）　龍ヶ崎市「ＡＲＣＨＥ」
　　・日立支部　　　６月　５日（金）　日立市「ホテル テラス ザ スクエア日立」
　　・県西支部　　　６月１０日（水）　坂東市「坂東離宮」

支部だより
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管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会のの開開催催ににつついいてて    

 

貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の

項目・内容の追加、初任運転者に対する教育時間の内容などが改正され各事業所におい

て指導監督を実施して頂いていると思いますが、近年の国土交通省の監査において指導

教育不十分との指摘が多く発生しております。 

そこで、茨城県トラック協会では管理者向けの標記研修会を下記日程により開催いた

します。参加ご希望の方は、申込書をご記入の上、令和８年度９月２１日（月）までに

ＦＡＸまたは、セミナー予約システム『https://seminar.ibatokyo.or.jp/』にてお申込

み下さい。 

 

記 

 
１. 開催日時 

 開  催  日 実施時間 

第１回 
【基礎編】令和８年９月２９日(火) 

【応用編】令和８年９月３０日(水) 

９時～１６時 

受付８時３０分より 

 

※研修会は基本【基礎編】【応用編】の２日受講となります。片方のみ受講はできません。 

※応用編は、屋外での実技もありますので手袋・雨具・防寒具等は各自でご用意ください。 

 

２. 場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

 

３. 内  容  

国土交通省告示１３６６号に基づく、運転者に対し行う指導内容及び指導方法につ

いて解説、各社で行う月々の乗務員教育及び初任運転者特別教育にお役立て頂けます。

運転者教育についてお悩みの方、指導方法が分からない方、より良い指導方法をお探

しの方などこの機会に是非ご参加下さい。 

４．受講者枠  ５０名  ※定員になり次第締め切り 

 

５．注意事項 

・昼食は、各自準備願います。 

                                                                                               

６．問合せ先   

茨城県トラック協会 業務部 飯島・中村  電話：０２９－３０３－６３６３ 
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令令和和８８年年度度各各種種助助成成事事業業ののごご案案内内  

  

令和７年度の各種助成事業につきまして、別紙概要の通り決定しましたので取り急ぎご案

内致します。 

 なお、各種助成事業の詳細は、茨ト協ホームページまたは茨茨城城トトララッックク情情報報７７月月号号同同封封のの

「「助助成成事事業業ののごご案案内内」」をご参照下さい。 

記記  

導導入入((取取得得))期期間間  申申請請期期限限  振振込込日日  

４４月月１１日日((水水))～～８８月月３３１１日日((月月))  １１００月月３３００日日((金金))  １１１１月月末末  

９９月月１１日日((火火))～～１１１１月月３３００日日((月月))  １１月月８８日日((金金))  １１月月末末  

１１２２月月１１日日((火火))～～３３月月１１５５日日((月月))  ３３月月１１５５日日((月月))  ３３月月末末  

 

      ※※振振込込日日はは都都合合にによよりり変変更更すするる場場合合ががあありりまますすののでで、、予予めめごご了了承承くくだだささいい。。  
  
    ※※１１  助助成成対対象象ととななるる価価格格((費費用用))はは、、全全てて消消費費税税をを除除いいたた額額ととししまますす。。  
      ※※２２  令令和和８８年年４４月月１１日日以以降降のの事事業業実実行行分分をを対対象象ととしし、、前前年年度度事事業業((令令和和７７年年  

度度分分))をを持持ちち越越ししててのの申申請請はは出出来来まませせんん。。  
    ※※３３  上上記記期期限限内内ででああっっててもも、、全全トト協協、、茨茨トト協協、、各各々々のの予予算算額額にに達達ししたた時時点点でで

受受付付をを終終了了ししまますす。。  
    ※※４４  上上記記期期限限はは、、事事業業にに係係るる支支払払いい等等がが完完了了しし、、申申請請書書類類一一式式をを提提出出すするる期期限限

ととししまますす。。ななおお、、経経費費支支払払いい等等のの関関係係でで申申請請書書類類等等のの不不備備がが発発生生すするる場場合合はは、、
事事前前にに当当協協会会ままででごご相相談談くくだだささいい。。ままたた、、令令和和９９年年３３月月１１６６日日～～３３月月３３１１日日
ままででのの期期間間はは助助成成対対象象外外ととななりりまますすののでで、、ごご了了承承くくだだささいい。。  

※※５５  要要綱綱等等のの事事項項にに違違反反ししたた場場合合、、ままたたはは、、虚虚偽偽等等不不正正にによよりり助助成成金金をを受受けけ取取
っったた事事業業者者ににつついいててはは、、返返還還をを求求めめるる場場合合ががあありりまますす。。 

  

◆◆前前年年度度かかららのの変変更更点点  

①① 安安全全装装置置等等導導入入促促進進助助成成事事業業ににおおいいてて、、側側方方視視野野確確認認支支援援装装置置のの廃廃止止。。  

②② 転転落落災災害害防防止止用用昇昇降降設設備備導導入入促促進進助助成成事事業業をを廃廃止止。。  

③③ テテーールルゲゲーートトリリフフタターー特特別別教教育育・・イインンスストトララククタターー養養成成講講座座受受講講助助成成事事業業をを

廃廃止止。。  

④④ トトララッックク運運転転者者のの定定期期健健康康診診断断受受診診助助成成限限度度額額をを一一人人当当たたりり３３，，００００００円円とと

しし、、３３，，００００００円円未未満満のの場場合合ははそそのの額額((１１００００円円未未満満切切りり捨捨てて))ままででととななりりままししたた。。  

⑤⑤ 脳脳ＭＭＲＲＩＩ健健診診受受診診助助成成のの対対象象年年齢齢をを３３００歳歳以以上上のの運運転転者者ととすするる。。  

⑥⑥ 熱熱中中症症防防止止対対策策助助成成ににおおいいてて、、助助成成対対象象商商品品等等にに変変更更ががごござざいいまますす。。  

⑦⑦ 財財産産処処分分のの制制限限のの対対象象ととななるる車車両両・・機機器器等等ががごござざいいまますす。。  

 

【本件に関する問合せ先】 

 茨城県トラック協会 業務部 ＴＥＬ ０２９－３０３－６３６３ 

 ホームページ https://www.ibatokyo.or.jp/｢会員専用ページ｣→｢助成金情報｣ 



─14─

協会だより

種種　　　　別別 対対象象期期間間 茨茨トト協協助助成成額額
全全トト協協
((注注11))

  条条件件((共共通通::会会費費未未納納ななしし))
　　  ・・添添付付書書類類等等((注注22))

環環境境対対応応車車  詳細は案内冊子参照 ・見積書(写)・車検証(写)
(CNG車･ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車等) ・領収書(写)

・リース契約書等(写)
・誓約書　等

先先進進環環境境対対応応車車  ①大型車　 1台　40,000円 ・車検証(写)・請求書(写)
型式 2KG 2PG  ②中型車　 1台　25,000円 ・領収書(写)・誓約書
　　 2RG 2TG 2WG等  ③小型車　 1台　15,000円 ・リース契約書等(写)　等
ﾄﾄﾞ゙ﾗﾗｲｲﾌﾌﾞ゙ﾚﾚｺｺｰーﾀﾀﾞ゙ｰー機機器器   1台　10,000円限度 ・装着証明書・誓約書
 運行管理連携型  ※会費請求台数を限度 ・請求書(写)､領収書(写)

・リース契約書等(写)　等
安安全全装装置置等等  ①③　 1台　10,000円限度 ・装着証明書
 ①後方視野確認支援  ②④　 1台　20,000円限度 ・車検証(写)
 ②側方衝突監視警報  ⑤　　 1台　30,000円限度 ・請求書(写)､領収書(写)
 ③ｱﾙｺｰﾙｲﾝﾀｰﾛｯｸ  ※会費請求台数を限度 ・リース契約書等(写)
 ④車両盗難防止装置 　 ⑤は1事業所1台を限度 ・仕様書、画像
 ⑤トルクレンチ ・誓約書　等
ｱｱｲｲﾄﾄﾞ゙ﾘﾘﾝﾝｸｸﾞ゙ｽｽﾄﾄｯｯﾌﾌﾟ゚  ①③　 1台　60,000円限度 ・装着証明書
支支援援機機器器  ②　 　1台　20,000円限度 ・請求書(写)､領収書(写)
 ①ｴｱﾋｰﾀｰ  ※会費請求台数を限度 ・リース契約書等(写)
 ②蓄冷式ｸｰﾗｰ ・誓約書　等
 ③車載ﾊﾞｯﾃﾘｰ式冷房装置

血血圧圧計計  取得価格の1／4 ・請求書(写)､領収書(写)
 1台  25,000円限度 ・誓約書　等

睡睡眠眠時時無無呼呼吸吸  1人　 2,500円 ・検査費用明細書(写)
症症候候群群検検査査((SSAASS))  ※会費請求台数を限度 ・領収書(写)
（運転手対象）  ※事前申込み要
ＧＧﾏﾏｰーｸｸｽｽﾃﾃｯｯｶｶｰー等等購購入入  1事業者  30,000円限度 ・請求書(写)､領収書(写)

ｸｸﾞ゙ﾘﾘｰーﾝﾝ経経営営認認証証取取得得  1事業所　50,000円 ・認定証(写)
　　 ・請求書(写)､領収書(写)

ＩＩＳＳＯＯ認認証証取取得得  1事業所(認証ごとに） ・認定証(写)
 ① ISO 9001   50,000円 ・請求書(写)､領収書(写)
 ② ISO 14001 　
 ③ ISO 39001

働働ききややすすいい職職場場  1事業者単位 ・認定証(写)
認認証証取取得得  ①新規取得　50,000円 ・請求書(写)､領収書(写)

 ②上位取得　50,000円 ・審査申込書(写)
 ③同位継続　30,000円 ・本社・営業所一覧(写)

信信用用保保証証料料  保証料支払額の1／2 ・保証協会のお知らせ(写)
 ① セーフティ  ①ｾｰﾌﾃｨ　  　100,000円限度 ・融資計算書(写)
 ② 災害・復興緊急  ②災害・緊急 200,000円限度 ・認定書(写)
 ③ 上記以外  ③上記以外   100,000円限度

 ※1事業者100,000円を限度

各各種種技技能能講講習習  フォークリフト 9,000円 ・在職証明書
資資格格取取得得  小型移動式ｸﾚｰﾝ 9,000円 ・資格者証(写)

※労働局長登録教習機  はい作業　　　 4,000円 ・領収証(写)
　関での取得に限る

定定期期健健康康診診断断   1人　 3,000円 ・受診者名簿
（運転手対象）  ※会費請求台数を限度 ・請求書(写)､領収書(写)

8.4/1～
9.3/15に
購入

8.4/1～
9.3/15に
取得･更新

8.4/1～
9.3/12に
登録

8.4/1～
9.3/15に
登録

8.4/1～
9.3/15に
装着

8.4/1～
9.3/15に
装着

8.4/1～
9.3/15に
実施

8.4/1～
9.3/15に
装着･購入

－

令令 和和 ８８ 年年 度度 助助 成成 事事 業業 のの 概概 要要

○ ※1事業者の限度額は、先進環
　 境対応車と合算して200万円
　 までとする

△
①②
のみ

－

○

△
①②
③⑤
のみ

△
①③
のみ

－

－

○

－

－

8.4/1～
9.3/15に
設置

8.4/1～
9.3/15に
取得･更新

－

－

8.4/1～
9.3/15に
受診

8.4/1～
9.3/15に
取得･継続

8.4/1～
9.3/15に
融資を受
けたもの

8.4/1～
9.3/15に
取得
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種種　　　　別別 対対象象期期間間 茨茨トト協協助助成成額額
全全トト協協
((注注11))

  条条件件((共共通通::会会費費未未納納ななしし))
　　  ・・添添付付書書類類等等((注注22))

運運転転免免許許取取得得  免許取得費用の1／2 ・在職証明書

※国の助成金を受けた   ①大　型     150,000円限度 ・運転免許証(写）
　事業者は対象外   ②中　型      50,000円限度 ・教習費用の領収証(写)

  ③けん引      50,000円限度 ・誓約書　　　　　　
  ④準中(新規)  50,000円限度
  ⑤準中(解除)  30,000円限度
　⑥特例講習　 100,000円限度
 ※1事業者800,000円を限度

脳脳ＭＭＲＲＩＩ健健診診   １人  10,000円 ・受診者名簿
（30歳以上の運転手対象）  ※1事業者30名を限度 ・請求書(写)､領収書(写)

 ※1人につき1回限り
 ※事前申込み要

熱熱中中症症防防止止対対策策   １事業者　40,000円 － ・請求書(写)､領収書(写)

  １事業者　50,000円 － ・請求書(写)､領収書(写)
・納品書明細書、契約書(写)
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ画面及びURL等

－ ・納品書兼作業完了報告書(写)

・請求書(写)､領収書(写)

  １事業者　50,000円 － ・請求書(写)､領収書(写)
・新聞折込広告等の広告(写)

下記の安全運転研修について、受講料を全額補助いたします
 ※受講をご希望の方は、協会業務部までご連絡ください
 ①安全運転中央研修所による研修（1泊2日・年3回）
 ②全ト協ドライバー等安全教育訓練
　・特別研修（2泊3日）全ト協より受講料の7割(Ｇマーク認定事業所は全額）
　  茨ト協より差額を助成
　・一般研修（1泊2日）全ト協より10,000円、茨ト協より差額を助成

経経営営診診断断受受診診
促促進進事事業業

中中小小企企業業大大学学校校
講講座座受受講講

　　　　  くくだだささいい。。

※※全全トト協協・・茨茨トト協協ととももにに、、予予算算額額にに達達ししたた時時点点でで受受付付をを終終了了ししまますす。。

【【新新規規】】
経経営営のの安安定定化化にに対対すするる

【【新新規規】】
人人材材確確保保対対策策広広告告費費

【【新新規規】】
ﾎﾎｰーﾑﾑﾍﾍﾟ゚ｰーｼｼﾞ゙作作成成支支援援

8.4/1～
9.3/15に
掲載

((注注11))全全トト協協　　○○助助成成制制度度あありり　　△△一一部部助助成成あありり((機機器器、、制制度度にによよるる))

((注注22))各各種種申申請請用用紙紙はは茨茨トト協協ＨＨＰＰままたたはは、、トトララッックク情情報報77月月号号別別冊冊のの助助成成事事業業ののごご案案内内ををごご参参照照

中小企業診断士が実施する「経営診断(ｽﾃｯﾌﾟ1)」「経営改善支援(ｽﾃｯﾌﾟ2)」
「運賃交渉支援(ｽﾃｯﾌﾟ3)の費用の一部を助成します
(茨ト協と全ト協の協調により診断費用を全額助成）

中小企業大学校各校において実施される経営戦略等の講座を受講された場合、
受講料の一部を助成します
（茨ト協と全ト協の協調により受講料の3分の2を助成）

下記の適性診断について、受診料の一部を補助いたします

下記の管理・監督者講習について、受講料を全額補助いたします
　・運行管理者一般講習(eラーニング含む)　　・整備管理者研修

　・一般診断(1,400円) ・初任診断(3,800円) ・適齢診断(3,800円)
　※令和9年3月15日受診分まで

　※予約の際に会員である旨をお申し出ください
　※協会指定の機関で受講されたものに限ります

安安全全運運転転研研修修

管管理理・・監監督督者者講講習習

－

運運転転者者適適性性診診断断

△
④⑤⑥
のみ

　　(予約の際に会員である旨をお申し出ください）

運運転転記記録録証証明明書書
（運転手対象）

運転記録証明書について、発行費用を全額補助いたします

　※会費車両台数を限度（1事業者、最大50名を限度、ただし車両台数が100台
　　以上の場合は最大100名を限度）

  ※令和9年3月15日申請分まで

　※協会指定の機関で受講されたものに限ります

　※令和9年3月15日受講分まで(eラーニングは令和9年2月28日受講分まで）
　※eラーニングの場合、テキスト送料は助成対象外とします

　１事業者あたり20台分
  （最大で24万円）

8.4/1～
9.3/15に
取得

8.4/1～
9.3/15に
受診

8.4/1～
9.3/15に
購入

8.4/1～
9.3/15に
作成

8.4/1～
9.3/15に
依頼･報告
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令和８年度「トラック運送業界における点検整備推進運動」 

実 施 要 領 
令和８年４月７日 

公益社団法人全日本トラック協会 

第１．目的 

トラック輸送は、国民の生活や経済に不可欠な存在である一方、トラックによる交通

事故は重大事故に繋がるおそれがあり、特に大型トラックでは、重大事故につながりか

ねない車輪脱落事故が後を絶たず、適切なタイヤ脱着作業や増し締め等の保守管理等の

事故防止対策とともに、環境面においてもカーボンニュートラルをはじめとした地球温

暖化等への配慮が求められている。 

このような状況の中、日常点検、定期点検などによる点検・整備の実施が義務付けら

れているものの、その実施状況は必ずしも十分とは言えず、不正改造の防止とともに、

点検整備の確実な実施を徹底して行く必要がある。 

また、近年、高止まりしている大型トラック（車両総重量８トン以上）の車輪脱落事

故を防止するために、ホイール・ナットの緩みの点検の確実な実施が必要不可欠である。 

このため、トラック運送業界として、より確実な点検整備を目指して、各都道府県ト

ラック協会の協力のもと、「トラック運送業界における点検整備推進運動」を全国展開

する。 

 

第２．実施期間 

  本運動は１年を通じて実施するものとするが、令和８年９月１日(火)から９月３０日

(水)までの１ヶ月間を全国統一の「自動車点検整備推進運動強化月間」とし、これに加

え、地域事情に応じて各都道府県トラック協会が独自に設定する１ヶ月間を「地方独自

強化月間」として、特に重点をおいて実施する。 

  ※茨城県においては、１０月を地方独自強化月間とする。 

 

第３．実施内容と周知方策 

１．実施項目 

(1)「大型貨物自動車に関する適切な点検・整備の実施方法についての啓発」 

機関誌（紙）やホームページ等を活用し、大型トラック（車両総重量８トン以上）

のホイールの取付状態や燃料装置等の重点箇所に係る点検の実施を周知する。 

 

①法定定期点検項目のうち、以下に掲げる点検項目を重点点検項目とする。 

【重点点検項目】 

       点検時期 

点検箇所 

３ヶ月点検 １２ヶ月点検 

原動機 燃料装置 燃料もれ 同左 

電気装置 電気配線 接続部の緩み及び損傷 同左 

制動装置 

ホース及び

パイプ 
漏れ、損傷及び取付状態 同左 

ブレーキ・ ロッドのストローク 同左 

令令和和８８年年度度「「トトララッックク運運送送業業界界ににおおけけるる点点検検整整備備推推進進運運動動」」実実施施要要領領  
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チャンバ 機能 

走行装置 ホイール 

１ タイヤの状態 

２ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの緩み 

３ フロント・ホイール・ベアリ

ングのがた 

同左 

同左 

 

同左 

 

１ ホイール・ナット及びホイ

ール・ボルトの損傷 

２ リム、サイド・リング及びデ

ィスク・ホイールの損傷 

３ リヤ・ホイール・ベアリング

のがた 

 

②トラック運送事業者が保有する全ての大型貨物自動車について、本運動強化月間

及び、地方独自強化月間中、法定点検時期の有無にかかわらず、一回以上、上記①

のホイール・ナットの緩み等の重点点検を実施する。また、冬用タイヤへの交換後

１ヶ月以内に車輪が脱落している傾向にあることから、冬用タイヤへの交換を予定

している場合には、冬用タイヤ交換後に点検することとする。 

なお、国土交通省が策定する大型車の車輪脱落事故防止にかかる｢緊急対策｣のト

ラック業界が取り組む実施事項と併せ、全ト協作成の「ストップ！車輪脱落事故～

ただしい交換作業手順を再チェック！～」の啓発資料活用により、日常点検及び定

期点検の確実な実施に努める。 

 

(2)「黒煙濃度に影響を及ぼす部品等の自主点検・整備の実施に関する啓発」 

黒煙濃度の悪化に大きな影響を与えるエア・クリーナ・エレメント、燃料フィルタ、

燃料噴射ポンプ等の点検・整備の自主的な実施について周知徹底する。 

 

２．周知方策 

(1) 全ト協において、全ト協機関紙「広報とらっく」及びホームページ等により、本

運動の周知を図る。 

(2) 各都道府県トラック協会において、ホームページ及び機関誌（紙）等を活用し、

全会員事業者等へ周知を図る。 

(3) 地方適正化事業実施機関における事業者巡回指導の際に、各事業所へ本運動の啓

発・指導を実施する。 

(4) 業界紙等に本運動の広告を掲載する。 

 

以 上 
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全全日日本本トトララッックク協協会会にによよるる  

「「自自家家用用燃燃料料供供給給施施設設整整備備支支援援事事業業助助成成金金」」ののごご案案内内 
 

 

１１．．主主なな助助成成要要件件  

  １，０００リットル以上の軽油専用タンクの設置を伴う自家用燃料供給施設の新 

設もしくは増設を行い、令和８年４月１日～令和９年２月２６日までに市町村（各 

市町村地区消防組合等）よる危険物取扱所の完成検査済証の交付を受け、当該設備 

の支払いを完了するもの。 
  

２２．．助助成成対対象象者者  

 ・会員事業者 

 ※交付申請は年度内１施設限りとする。 

 ※過去 （平成２０年～２６年度及び平成２８年～令和７年度）に同事業による助成

金の交付を受けた会員事業者、協同組合、連合会は助成対象外とする。 
 

３３．．助助成成金金額額  

  軽油供給施設の新設      １００万円   

  軽油タンクの増設         ３０万円 

※ただし、公募期間内に申請金額が予算総額を超過した場合は、１件あたりの助成

金額を減額する場合がある。 
  

４４．．全全トト協協助助成成金金予予算算額額      ８，０００万円 

※予算に達した場合はその時点で申請受付を終了 
  

５５．．公公募募期期間間    令和８年８月３日（月）～令和８年１０月３０日（金） 
 

６６．．交交付付申申請請・・実実績績報報告告時時必必要要書書類類  

 ・交付申請時：①助成金申請書 ②施設工事契約書又は注文書・注文請書の写し 

        ③設置許可申請書および設置許可書写し ④誓約書 

        ※増設の場合、③は変更許可申請書および変更許可書の写し 
 

  ・実績報告時：①実績報告書 ②図面（全体概要図・平面図・立面図・周辺地図） 

        ③請求書及び明細書の写し 

        ④支払いが完了していることを証する書類（領収証の写し） 

        ⑤完成検査証の写し ⑥写真（工事施工前・施工中・完成後） 
  

７７．．本本制制度度ででのの「「新新設設」」「「増増設設」」のの区区分分ににつついいてて  

 消防法による「危険物製造所等の設置・変更許可書」により判断する。 

 ・設置許可書：「新設」で申請 

 ・変更許可書：「増設」で申請 
 

８８．．申申請請先先  

 ・会員事業者は、茨城県トラック協会へ申請 
 

９９．．問問合合せせ先先  茨城県トラック協会 業務部 飯島・中村 

         電話：０２９－３０３－６３６３ 
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令令和和８８年年度度交交通通事事故故防防止止ココンンククーールル実実施施要要領領   
 
 
１．目  的  
     令和８年６月１７日に定めた「交通事故削減アクションプラン」に基づ

き、経営者はもとより全従業員まで改めて社会的責務を自覚し、「安全を

最優先する」という経営理念と「絶対事故を起こさない」という信念をも

って交通事故を撲滅することを目的とする。  
 
２．実施期間  
    令和８年９月１日 (火 )～１１月３０日 (月 )までの３ヶ月間  
 
３．主  催  
    一般社団法人茨城県トラック協会  
 
４．後  援（予定）  
    茨 城 県 警 察 本 部 
    関 東 運 輸 局 茨 城 運 輸 支 局 
 
５．実施方法  
     茨城県トラック協会会員の事業所 (県内営業所 )に勤務するドライバー

で、安全宣言書を提出したドライバーが５人１組としてチームを編成し、

チーム全員で無事故・無違反を目指す。  
     なお、実施期間中におけるチーム人員の減少または変更及び期間中の走

行が全く無い人員がいる場合は失格とする。  
 
６．申込方法等  
  （1）申込  
     「令和８年度交通事故防止コンクール参加申込書兼委任状」及び「安全

運転宣言書」に必要事項を記載し、茨城県トラック協会宛に郵送にて申し

込むこと。  
    【申込期限】 令和８年８月３１日 (月 ) 
    【申  込  先】 (一社 )茨城県トラック協会  
           〒310-0913 水戸市見川町 2440-1 
     
  （2）チーム編成  
     茨城県トラック協会会員の事業所 (同一営業所 )に勤務するドライバー

５人１組のチームを編成し、チーム数は、原則３チームまでとする。  
なお、実施期間中期のチーム人員の入れ替えは認めない。  
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 ♩ꜝ♇◒   TEL 029-303-6363 


